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和歌山市中心市街地再生に関する展望
f和歌山センチメンタルジャー ニー (仮祢.)Jiの提案
除じatlこ
これまマ、中心市街.~写生後対会においては、中心市街地治世主化の新たな餐曾集地犠策
されてきた。本織に1;>いては、中心市街黄色活性化基本計麗令指告発する形で近年の和歌山市
IJ:I心市街地にま書ける音量銭高Itこ対応するための録業会行うものとする。以下、中心市街地の
現状分続、そして、求められる企画「和歌山センチメンタルジヤ日ニ日〈仮称)Jの紹
介を行う。
羽蟻山附中心情街地経織の.. 
和署k山市中，(.，市街総事~i生化進本針歯車t釘版(平成17~手3月)によると、基本書tJ置の区織
はJR和敬白釈とF臨海和歌山市釈のほぼ中測に位置する商業集積治会中心として、区波宮障
者側こ和歌山減古t位置すZ湖 186ha'の範簡でおる。
傘本計画区-のやでも、特に商業・業務機能古霊祭君臨し、和歌山市の厳として、象徴的存
在でもあったぷらくり丁周辺総織については、恥去、市街宣車活性化にあたって、重要な役割
~担うことから、より費量事的で費富栄の百おい治俊.-1t~目指す怠点区撲とされている。
本務においては、本町黄色区、大新地区、鎌:;ft鎗区を闘いら市街越と想定して検討するもの
とする。
関1 恥Ij)'市街地鴻性化種本It買による針銅区減及f1温点区総
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。心市街地の居住・交添人口
和軍k山市中心市街到底の人口総_.I:t心市街治の人口l主、滋去初年1IIJ't"約3096程度減少し
ている。年鈴別人口においても65歳以上人口意書送公15$聞で約1.2僚に港加している-1$
で、 15.歳未浪人口1ま約半分となっている。上犯のことは周辺市と比較すると厳禁で.bみ。
和敬山市の人口動態をみると、本士会滋M~ま高畿のぶれがあるものの近年は概ね-lさで推
移している。自然増M~ま遜去20年間減少鍍肉にあり、人口IU院全体として減少が下げ止
まらない紋況にある。
.鱗府豊島4従集者数の娘穆
和歌山県和歌山市、市内恥C，市街地の事業所数、従業者数とも減少頓肉にあるが、専守
に市内中IC，市街織の減少カ噌しい。事業所数の変化事{平成梓-.1&16年)I主、和歌山
県が-15.5%であるのに対し、和歌山市は-20.796、中'L市街宣色は-29.196.従業考殺の後化事
{平成8年司平成16年)は、和鉄山県が14.196't"あるのに対し、殺事tun行泌19. 側、ゅ，(;、
市街地は・銘.896でおった。
袋行者海行湿の錐移
かつて買買い物客やレジャー客などであふれた街並みは、1i祭自においてすらシャッター
そ降ろした庖舗が固にfすき、歩行考も減少している。筋肉のシンボルであった加え正百貨
癌舗の歩行者通行震は、平成15~事時点で平成緋時の約1/3程度に減少している。
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商業
和歌山県の商業構造県内の商業地区を「中心市街地型」、 「郊外型」、 「住宅地その他
型」に区分し、各々の年間商品販売額(小売業)の全体に占める割合を、全国平均を分岐
点としてみると本県はどちらかといえば「郊外型」であることが伺える。県全体では、
「住宅地その他型商業地区」の販売額が全体の約6割程度と多い。
表1 和歌山県の立地特性別小売業の年間販売額(平成16年)
小売業の年間販売額(億円) 9，438 10.0% 
中心市街地型商業地区 2，178 23.1% 
駅周辺型商業集積地区 1.122 11.9% 
市街地型商業集積地区 664 7.0% 
オフィス街地区 392 4.2% 
郊外他型商業地区 1.577 16.7% 
ロードサイド型商業集積地区 636 6.7% 
工業地区 941 10.0% 
住宅地その他型商業地区 5，683 60.2% 
住宅地背景型商業集積地区 472 5.0% 
住宅地区 2，512 26.6% 
その他の商業集積地区 51 0.5% 
その他地区 2，648 28.1% 
出典:間業統計調査
商業販売額の伸び(平成1年→平成16年)を和歌山県、和歌山市、中心市街地の地区別
にみると、中心市街地の減少が著しい。過去約20年間の推移(昭和ω年~平成16年)を和
歌山市と中心市街地においてみると、商庖数、従業員数、商品販売額のいずれも和歌山市
全体と比較して顕著な減少傾向にある。
中心市街地の地価推移
中心市街地の地価は、市内他地域に比べ減少傾向が著しい。しかし、和歌山市中心市街地
の地価(平成18年)は、平成7年当時と比べ約1/4になっているが、他地域の地価とはま
だ約2倍の較差がある。
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以上を総括すると、中e企布街地への魅力が縛れる中で、商業売上げが減少し、ひいては
総僚が下落するa誌が見受けられる。その結巣、関定資産穏収ゑ噂払財源~逼迫怒鳴き、そ
の豊富栄中心市街鎗測量豊予告まがさらに鍛小するという循環が成立している可鈴性がある。
さらに以下に列挙される要因の抱齢嘘要である。
まずは、消焚不況の関嫌である(忽糊年末時点マ百貨庖9.49らの売上げ下着喜、 GDPの6舗
を占ゆる消費経演の減退)0 i衛費経者普の低速iまZ炉心市街地商業綬昔時に影響~与えるだけ't'
なく、ひいては行政の穏収をも減らす。緩いてや心議街治の百著書告化問題である。年々、中
心市街地のお鈴化が深刻化し、お3O:fj::tこは中心線のお鈴化準がワース}2t誌になみと予想
されている。さらに、>>継ぎ問題(ヒトに測する関覇軍)の深刻化からより潟鈴化が進む
ものと恩かれる。
次に土費量の所有機の開廷と怠漬けの土宣車問題{土地問調1)である。これは、恥心市街地
経済の再生のための土泳の有効活用に関する関婦と潟漉している。その結象、駐車場ーなど
の利用が点在し、どのR怠織に言ったらどれだけ割引を受けるのか消費者にはわからない
ことも手伝って、中心市街治そのものの需要そ減退させる。効率的かつ針蕗的な土地利
用の界糠袋詰唖まれよう。そして最後に、衛策強般の.. 知こ関する間婦である。品捕え
の陶磁とは、資いたいものが如、、商品にWIt鳴じ治サるなどの問題であり、アンケー
ト'尊重量などを行うと無視しがたい水織にまでなっている。
以上Htまえて、 E炉心市街地活性化の方向色についてまとのてみよう。
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中心市街地活性化を鑑みる時に必要怠諸要因(把握すべきもの)
1.マクロ経済要因と地域産業の状態の把握(この部分は政策的に対応が難しい)。
2.商業施設を含め中心市街地の魅力とコストに関する把握。 i商業施設のリピ}
ト度合いJ= i魅力J-iコストJという概念の中で、中心市街地の「コスト
(駐車場料金、アクセス)Jが増加していること。
3.土地の所有権と賃借権の動向に関する把握(土地の処分件の問題に帰着。農地
の場合と同様)。
そこで、ぶらくり丁の現況と課題・解決策に関するキーワードを探ると、
1.力のさらなる創出(行政+民間)、 2. コストの部分の減少(行政)
ただし、制約条件二字予算
となる。この点を踏まえたうえで、以下活性化策の方向性について考えてみたい。
政策論
2009年3月期における和歌山市の中心市街地における具体的な活性化策案としては以下
のアプローチを参照せねばならない・-。
1) 現状維持型再生策
2) 再開発
3) コンパージョン
ただし、上記3策のどれを採用するのかについては、実現性の点などを含め以下の基準を
参照する必要があろう。その基準とは、
1) すぐに実施できるものを優先させる(判断基準1:時間制約)
2) 低予算でできるものを優先させる(判断基準2:予算)
3) 実施母体が明確なものを優先させる(判断基準3:実現性)
4) 経済効呆が発生するものを優先させる(判断基準4:効果)
5) 独自性の高いものを優先させる(判断基準5:差別化)
等である。
和歌山市申心市街地活性化基本計画
ところで、ここで現在実施されている施策について簡単に見てみたい。
和歌山市の中心市街地活性化基本計画では、 「訪れたくなるまちj、 「住みたくなるま
ち」、 「歩いて楽しく過ごせるまち」などをモットーに合計52にわたる事業実施を計画
(実施中)である。特に、 JR和歌山駅と南海和歌山市駅を結ぶラインをハッピーロード
として位置づけ、回遊性・滞留性の向上を目指している(和歌山大学、 NPO市民団体と
14 
平成20年度事業報告
の協働でオープンカフェ事業を実施している)。さらに城フェスタ事業では和歌山城を中
心とした町の魅力創出事業や回遊性向上策などが盛り込まれており、半年の期間中約74万
人の集客に成功している。しかし、単年度事業であり今後この事業をどのように発展的に
継続しているかが関われているといえよう。
2008年から2009年3月までに実施されてきた中心市街地再生検討会議では上記施策の実
施状況と、施策実施の際の基準に鑑み、これまで、中心市街地活性化に関していくつかの
提言を行ってきた。以下表にまとめであるので参照されたい。
事業提案例
計画マトυクス
第1案プラク 第2案 個庖 第3案ウォー 第4案 講演 第5案商業
タイトル リ丁大通り歩行 及びエリアの魅 キング・まち 会・ワー クシヨツ 地の SCor 
者天国化 力再開発 歩き プの開催 SM化
内容 毎月ある週の 「この街独自 中心市街地が 内容:中心市 内容:再開発
土曜日、もし のコンセプト 出発点又は終 街地活性化に 事業・区画整
くは日曜日に づくり」と実 着点(集う 関する講演 理事業等を合
ぷらくり丁の 行 「外部か 場)となる 会、ワーク めた、既存商
通りを歩行者 らひとを呼ぴ ウォーキング ショップの開 業庖舗の見直
天固にし、ス 込む魅力と満 コースの紹介 催 し案
トリ}トパ 足してもらえ コ}ス中の歴
フォーマンス る"商業観 史的な名所等
やフリーマー 光"J の紹介、スタ
ケット等自由 ンプラリ}
にスペースを
活用してもら
つ。
初期 。 。 。
中期 。
長期 。
合計
これらの案を総合的に評価すると、 「個屈の魅力再生+ウォーキング(歩行者天国も合
流)の抱き合わせ戦略」が実現可能性の面でも、また効果などの面でも妥当と考えられる
(第1、2、3案)。
さらに街中勉強会議を実施することで街づくりのシンクタンク的役割をも担うことがで
きょう(第4案)。なお、長期的な視点からは、 3年後をめどに商業施設のSC化などにつ
いて考える(第4案の中で第5案を検討)。
上記案件は予算的にも低い金額で実施が可能であるし、他地域での実施例などを見て
も、一定の効呆も期待される。
これらの点を踏まえて、以下企画の具体案についてみてみよう。
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企画案
名
内
P 
期
場
称) 和歌山版センチメンタルジャーニー
容) ガイドによるウオ}キングツア}を実施+商業観光の整備
R) Webによる案内・動画像配信 (YouTube等)
間) 2∞9年10月1日から11月15日まで・・。土曜日
所) ぷらくり丁と和歌の浦、加太付近との連携
主 体) NPOもしくは再生研究会スタッフ(スタッフはボランテイアを組織)
目標数値) 街中観光2∞0人
先行すでに類似事業を実施している自治体:長崎県長崎市「さるく博」など。
おわりに
今後、中心市街地で求められる施策は、予算的な制約や実現可能性などの点からやはり
回遊政策の徹底化策が必要なものと思われる。回遊策を実施することにより、長期的に中
心市街地への関連人口が増え、様々な経済効呆が生まれるものと思われる。
この点は、約400名ほどのボランティアガイドと、中心市街地の各所に「見開館」と呼
ばれる老舗庖での観光客の立ち寄り所を設け、それらが観光客誘致に大きく貢献している
長崎市の「きるく博(街中歩き)Jが参考になる。何よりも大事なのはその事業の継続性
であるが、きるく博終了後も、継続的に市民の手できるく事業が継続されている点は注
目に値する。和歌山市の城フェスタ終了後に継続的に中心市街地に客を集客する手法が
求められており、本企画がこの点において果たす役割は大きいものと思われる。
i和歌山商工会議所は2∞6年度より、域内産業観光促進事業や市内観光地裁発見などを目
的とした「センチメンタル和歌山」事業をすでに実施している。
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